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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
多摩の市民活動資料を“つなぐ”「市民アーカイブ多摩を媒介とする目録づくり」プロジェクト 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
市民アーカイブ多摩は 2014年開館以来、市民活動の貴重な記録であるミニコミの収集・保存・公開の事業を通

じ、多摩に暮らす人びとに向けて貴重な学びの機会や交流の場を提供してきました。この経験を起点に、地域の

学びの質をさらに向上させるため、多摩地域の公共図書館、各種資料館などに収蔵された市民活動資料の連携

を可能にする目録づくりの基礎資料を収集します。それをもとに、市民の交流や学びの場としての役割を持続可

能でより豊かなものとするための基本コンセプトの検討に着手します。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
本アーカイブとしての収集・保存を継続するとともに、多摩地域の公共図書館等に保存されるミニコミ等について

必要な目録情報等を調査・入力します。また関連資料を保存する法政大学大原社会問題研究所環境アーカイブ

ズ（八王子市）との連携を進めるため、意見交換等を実施します。これらの活動を踏まえながら、市民アーカイブ

多摩の趣旨を生かした持続可能な将来像を構想するため、会員や専門家の参画を得つつ、基本コンセプトの具

体的検討を進めます。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
「結果」：資料の収集・保存を継続するとともに、多摩地域公共図書館等のミニコミ調査を計４館実施しました。法

政大学大原社会問題研究所環境アーカイブズと目録作成について打合せ（１回）と共催シンポを行いました。基本

コンセプト作成のため、専門家講演（2023年 6月 4日 23人、同 24日 14人）、会員集会（2024年 2月 12日、23

人）を実施しました。「成果」：目録作成の基本方針が定まったほか、市民アーカイブの役割拡充のため解決すべ

き条件や課題の洗い出しが大きく進みました。「社会的な変化」：市民活動資料保存の意義について集会や紹介

報道（『毎日新聞』2024年 2月 14日）を通じ広く理解を深めることができました。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
市民活動資料の収集・保存・公開という活動は、長い期間持続することで価値が高まるという性格をもっていま

す。困難な中で人を集め資金を獲得しいかに活動を継続させていくか、日々挑戦が続いています。今回のプロジ

ェクトを通じて、この課題を多摩地域という広がりのなかで他機関と連携して進める作業が、新しい草の根のネット

ワークを市民社会のなかで作り上げていくことにつながることを再認識しました。当館の果たすべき役割を再確認

しながら、市民の立場からの利便性をさらに増すための「目録」づくりの作業を継続していきたいと考えています。 

当会は、「市民活動資料・情報センターをつくる会」（2006年設立）として、廃棄されかかっていた多摩地域を中心

とする市民活動資料（ミニコミなど）の保存公開をめざし、募金活動を開始しました。立川市内の NPO（グリーンサ

ンクチュアリ悠）からの建物提供の申し出を受け、2013年に当会を設立、資料館「市民アーカイブ多摩」を開館し

て運営に当たっています（2024年 4月、会員・賛助会員計 171）。 

 



受付番号 Ⅰ－23 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。

 

２０２３年６月２４日講演学習会 

 


